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第３章「新潟県の人口ビジョン」の修正について 

第３章 新潟県の人口ビジョン 

現行案（素案） 修正案 修正理由等 

１  基本的な考え方 （P19） 

２  新潟県の人口の現状と将来人口の推計 （P20～34） 

１  基本的な考え方 （P19） 

２  新潟県の人口の現状と将来人口の推計 （P20～33） 

・素案 P33,34 は修正案

で１ページに統合 

 
 

 
 

 

 

・「人口減少問題に対

する意識と取るべき

対応」に関する記述

を追記(令和６年１1

月実施の県民アンケ

ート結果より) 

 

※「県民の結婚・出

産・子育てに関す

る意識や希望」以

降の項目は繰り下

げ 
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（略） （略） 
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現行案（素案） 修正案 修正理由等 

イ 県民の定住に関する意向 （P36～37）  （略） イ 県民の結婚・出産・子育てに関する意識や希望 （P35～36） 

   ウ 県民の定住に関する意向 （P36～37） 

 

 

 
 
 

エ 東京在住者の地方移住に関する意識 （P39～40）  （略） 
 

 

 
 
 

 
 

オ 東京在住者の地方移住に関する意識 （P39～40）  （略） 
 

 

・「U・I ターン者の意識」

に関する記述を追記

(令和６年１1 月実施

の県民アンケート結

果より) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※素案で検討してい

た「Ｕターンしな

かった人の意識」

については、調査

回答者数が少な

く、資料として活

用できないことか

ら本計画への記載

を差し控える（別

途、調査・分析・

公表を検討） 

 

 

 

 

 

（略） 
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現行案（素案） 修正案 修正理由等 
 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

・関連指標の合計特

殊出生率を見直す

こと、また、後段の

「４（１）達成目標」

において達成目標

の記述を明確化す

るため、表現を整

理 
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現行案（素案） 修正案 修正理由等 

 

 

 
 
 
 
 

（修正なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図番号のみ修正（図

27→図 28-1） 
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現行案（素案） 修正案 修正理由等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

・図追加 
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現行案（素案） 修正案 修正理由等 

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

・合計特殊出生率は試

算に用いた変数であ

ることを明確化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同上 

 

 

 

 

 

・「各パターンの人口動

態」と「達成目標」の

記述を分離し、達成

目標が「総人口」で

あることを明確化 

・パターン１の試算方法

を P42 に合わせた記

述に修正 
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現行案（素案） 修正案 修正理由等 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

・合計特殊出生率につ

いては、一部識者から

合計特殊出生率と出

生数減少率に相関関

係がないとの分析結

果が示されたことや、

地方の少子化は、若

年層、特に女性の県

外流出が大きな要因

であるといった指摘が

あることなどを踏まえ

て、第 3 章における関

連する指標について

は、合計特殊出生率

から、若年層の社会

動態を表す「20～29

歳の社会動態」に見

直す。 

 

 

※関連指標「子育て環

境整備に関する県民

満足度」の現状値及

び令和 10 年度目標

値は最新の調査結

果を反映（次頁の第

５章、第６章も同様） 

 

 

 
 
 

 

５  推進体制 （P45）  （略） 
 

５  推進体制 （P46）  （略） 
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第５章 重要課題１：子育てに優しい社会の実現（達成目標のみ） 

現行案（素案） 修正案 修正理由等 
 
 

 

 

 

 

 

・前頁記載のとおり合

計特殊出生率を削除

し、第３章及び第６章

に合わせ「子育て環

境整備に関する県民

満足度」を追加 

 

 

 

 
 

第６章 Ⅰ２(１)① ：結婚から出産、子育てまでの希望をかなえる切れ目ない支援（達成目標のみ） 

現行案（素案） 修正案 修正理由等 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

・前頁記載のとおり合

計特殊出生率を削除 

 
 
 

【達成目標】 

指標名 現状値 
令和 10 年度 

目標値 

令和 14 年度 

目標値 

合計特殊出生率 
1.2３ 

(令和５年) 

1.39 

を上回る 

1.51 

を上回る 

男性の育児休業取得率 
33.7％ 

（令和５年度） 
71.0％ 85.0％ 

男性の家事参画割合（女性が
費やす時間を 100 とした場合
の男性の費やす時間の割合） 

 55.0％ 

 

令和６年度県民意識調査の結果を反映予定 

【達成目標】 

指標名 現状値 
令和 10 年度 

目標値 

令和 14 年度 

目標値 

子育て環境整備に関する県民
満足度 

45.8％ 

（令和６年度） 
57.9％ 70.0％ 

男性の育児休業取得率 
33.7％ 

（令和５年度） 
71.0％ 85.0％ 

男性の家事参画割合（女性が
費やす時間を 100 とした場合
の男性の費やす時間の割合） 

32.4％ 

（令和６年度） 
43.7％ 55.0％ 

 



 少子化指標としての合計特殊出生率について   

 

【 識者の指摘 】 
 

➢ 都道府県単位で見ると、出生数が減る速度と合計特殊出生率の間には相関関係 

がない（＝合計特殊出生率は地域少子化指標になり得ない） 
 

➢ 社会減エリアでは男性より女性が減少 
 

➢ 社会減エリアから減少している人口は、20 代前半の「ほぼ新卒就職期」に集中 
 

➢ 人口の未来は「令和時代の女性に選ばれる雇用」にある 

 

 

 
 

少子化
順位

都道府県
2013年
出生数

2023年
出生数

出生数減少率
（10年間）

合計特殊出生率
（10年間平均）

少子化
順位

都道府県
2013年
出生数

2023年
出生数

出生数減少率
（10年間）

合計特殊出生率
（10年間平均）

1 秋田県 6,177 3,611 41.5% 1.29 25 奈良県 10,190 6,943 31.9% 1.31
2 岩手県 9,231 5,432 41.2% 1.37 26 長野県 16,326 11,125 31.9% 1.51
3 福島県 14,546 9,019 38.0% 1.46 27 鳥取県 4,759 3,263 31.4% 1.59
4 青森県 9,126 5,696 37.6% 1.37 28 和歌山県 7,122 4,901 31.2% 1.47
5 静岡県 30,260 18,969 37.3% 1.45 29 徳島県 5,666 3,903 31.1% 1.47
6 山形県 8,159 5,151 36.9% 1.40 30 京都府 20,106 13,882 31.0% 1.26
7 栃木県 15,588 9,958 36.1% 1.38 31 熊本県 15,954 11,189 29.9% 1.62
8 新潟県 17,066 10,916 36.0% 1.37 － 全国 1,029,763 727,269 29.4% 1.37
9 北海道 38,190 24,430 36.0% 1.23 32 福井県 6,461 4,563 29.4% 1.58
10 高知県 5,266 3,380 35.8% 1.45 33 佐賀県 7,276 5,144 29.3% 1.60
11 愛媛県 10,696 6,950 35.0% 1.47 34 山梨県 6,198 4,397 29.1% 1.45
12 宮城県 18,949 12,328 34.9% 1.25 35 滋賀県 13,015 9,249 28.9% 1.51
13 大分県 9,605 6,259 34.8% 1.55 36 富山県 7,722 5,512 28.6% 1.47
14 岐阜県 16,000 10,469 34.6% 1.45 37 岡山県 16,210 11,575 28.6% 1.48
15 三重県 14,514 9,524 34.4% 1.46 38 兵庫県 45,673 32,615 28.6% 1.41
16 宮崎県 9,854 6,502 34.0% 1.67 39 石川県 9,449 6,757 28.5% 1.47
17 長崎県 11,566 7,656 33.8% 1.64 40 愛知県 66,825 48,402 27.6% 1.46
18 香川県 8,059 5,365 33.4% 1.56 41 神奈川県 74,320 53,991 27.4% 1.28
19 茨城県 22,358 14,898 33.4% 1.39 42 沖縄県 17,209 12,549 27.1% 1.84 最高
20 山口県 10,705 7,189 32.8% 1.53 43 埼玉県 57,470 42,108 26.7% 1.29
21 鹿児島県 14,637 9,868 32.6% 1.63 44 千葉県 48,343 35,658 26.2% 1.29
22 広島県 24,713 16,682 32.5% 1.50 45 福岡県 45,898 33,942 26.0% 1.43
23 群馬県 14,732 9,950 32.5% 1.41 46 大阪府 72,054 55,292 23.3% 1.31
24 島根県 5,534 3,759 32.1% 1.66 47 東京都 109,986 86,348 21.5% 1.14 最低

資料２-２ 


